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アメリカにおけ．る商業的

家族農場の費用と牧盆
Farm　Costs　a鍛d　ReturRs・1953，　（witth　Comparisons

　Agricuhure　Infoゴmatioa　Bulle面聾。．128

～抄

和

訳～

一　1953年における経営成果

泉

　この報告は合衆隅の主要な生産地域における

商業白勺家族経営農場　　（Co㎜1nercial｛laRli星y～OP

erated　f蹴n）の中から幾つかの重要な類型

（type）を撰んで，1953年忌，それ以前の費用

と収益を示したものである。

　臨く最近，公にされた「農業所得事情」（The

Farn　lncom　Situat圭on）　きこ　よれ｝ま，　　1953軒三

にこの国の全農業経営主の獲得した純所得は，

前年に比べて5％少なく，購買力は1941年と略

庫　四　面

々同じであった。全農業経営主の純所得の総計

は1952年のそれを15％下廻っていた。

　この報告で示される資料まかなり小判積で，

かつ同じような地域内の特定類型の平均的商業

酌家族経営農場に特に当て嵌まる。従って，こ

れらの資料は商業的家族経営農場でない小規模

乃至は大規模山場の経営又は取益を示さない

し，栽培諸条件や費用及び収益に影響を与える

諸山國の異なる地域では仮令隅一類型の農場で

あっても，必ずしも当て嵌まらない・

　本島魯で検討する農場諸類型の位概は最初に

掲げた地図の如くであり，土地，点点及び資本

の量は次表に示す如くである。

類型別にみた商業的家族経営農場の規模及び農業所得醸情（1953年）
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農業類型と位置
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　1953年の農業純所得（註）は本報告考察対象

である19類型のうち16類型において1952年のそ

れを下廻り，黒土草原棉作農場とタイプを異に

する2つの春小麦農場の3類型において上廻っ

た。南西部は1953年に烈しい畢魑に襲われたの

で，・テキサメの高原地域に於ける十六概棉作農

場では平均農業純所得は1937年以降の最下（一

25ドル）であったが，それでもその地帯の農業

純所得はテキサス黒土草原地域の棉作農場のな

かで最も大きかった。泰小麦～小穀粒～家畜農

場め農業純所得は極くわずかに増撫しただけで

あったが，春小菱～玉蜀黍～家鼠農場では1953

年の収景は1952年のそれを上廻ったので，純所

得は著しく増舶した・

　（註）農業純所得（nat　faτ㎜income）は家

　　　　計仕向自給農産物価額と農場用住屠

　　　　（fa罫皿dwelling）の家賃梢当額を含ん

　　　　でいるが資産の物理的変化が差引かれ

　　　　ている。それは「農業所得事情」で使

　　　　用される経営主総純所得　（Opeτators

　　　　tota正net｛ncome）と云う用語と比較

　　　　すべき内容を有する。

　経営主とその家族が労働及び管理に対して受

け』とる収益（譲）は春小i麦農場と黒土：草原棉作、

農場では1952年よりig53年の方が多かったが，

それ以外の農場では少なかった。テキサス高原

の解糖瀧神作農場と北部大平原の隼及び緬羊放

牧農場においては農業純所得から農業資本利子

を差引くと，経営主と家族の労働に対して何ら

の収益も残らなかった。1953年：における労働収

貌の購買力はあらゆる農場において1947～49年

平均を下廻り，叉1937～41年と比較出来る農場

18類型中5類型において当時の水準を下廻っ

た。

　（註）経営主と家族が労鋤及び管理に対して

　　　　受取る収益とは農業純所得から支配的

　　　　な利子率で算完する農業資本利子を差

　　　　引いたものである。農業麿が彼の農場

　　　　をどの程度所有しているかによって労

　　　　働及び管理に紺する収益に加うるに，

　　　　この利子の一部又は全てを所得として

　　　　利用できるようになるのである。

　経営主とその家族が労働及び管理に対：して受

けとった一時間当りの収益はテキサメ高

原における非溝既下作農場を最少（一1．04ド

ル）　とし，　ワシントン及びアイダホの小麦

～藍蝋饅場の3．42ドルが最大であった。テキ

サス原高の非瀬蔑棉作農場とは逆に同一地域の
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瀧概面作農場では2．95ドルでワシントン及びア

イダホの三菱～一夏農場に次いで大であった。

　1953年の農業純生産（Net鮎rm　I）roduct童on）

を1952年のそれに比べると19類型中11類型にお

いて多く，8類型において少なかった。又ig47

～49年のそれと比較すると15類型において多

く，1937～41年に比べると18類型の中16類型に

おいて多かった。ig37～41年の資料はテキサス

高原の灌1饒適作農場に対しては用いることが出

来ない。

　農業純生産の年々の変化は専ら雨量と密接な

山脈にある作物収星と牧草地の条件　（Past腱e

conditions）に依存する。1953年の農業純所得

が1952年目下廻った8農場類型は1類型を除く

と作物収量も減退していたQウイスコソシソの

酪農々場と小麦～碗豆農場では，1953年の作物

収量は1952年のそれを下廻ったにもかかわらず

農業純生熊が増加したが，それは前者において

は，部分的には，今迄以上の飼料が家畜及び螢

産物に変えられたためであり，後槍においては

実収耕地醐稜（harvested　Croplalld）の増加と碗

豆（この作物は小麦以上の価値をもつ）の作付

面積の増加に纏るものであったQ作物収量は短

期的には雨｛造によって大きく左右されるが，永

年の動きをみると雨量以外の諸原因によって変

化しているようである。すなわち，雑種の育成

を含む品種改良，肥料及び苗床の適切な準備が

脈岩の増加に著しく貢献した。1953年のエーカ

ー当りの作物収量を1947～49年のそれに比べる

と19類型管玉2類型において多く，1937～41年の

それとでは，資料が利用繊来る18類型中17類型

において高かった。

　農業純収益を決定する主要々困は販売される

睡物の受取価格と生産に使用される諸物品及

び諸用役の支払価務である。1953年の販売生産

物の受取価格を1952年に比較すると本書に挙げ

たあらゆる農場で下落したがその下落は牛

放牧農場における32％が最大で，豚～酪農農場

の1％が最小であった。これらの農場類型の主

要販売生産物の中で下落が薯しかつたものを抽

出して鵬位づけるならば，牛，仔羊，棉，玉蜀

黍乳脂，牛乳，大豆の順であった。これに対

して緬格の上昇は豚が最大であり，ついで鶏

煙草，小麦の順であった。

　1953年における農業者の受取価格は1952年の

それに比べると19の農場類型の5ち，15類型に

おいて下落したが，その下落の度合は牛牧畜農

場において最も著しかった。1947年以降の価格

変動は緬羊牧畜農場において最もi著しく，1951

年には1947～49年の170％でつたが，1953年に

は90％に下落した。これに対して最も少なかっ

たのは煙草農場であったQ

　全圏を通じて，機械類，施設，モーター資

材，建物及び柵用材糾，肥料，殺虫剤の如き大

部分の工業製品の1953年における樋格は1952年

のそれを上廻り，賃金や税金も上昇した。又飼

料や肥育用の家畜及び交替用の家畜（replaceln

－ent　l量vestaek）に対する支払価格も可成り下落

した。

　1953年における諸物品及び諸用役の支払価格

の平均を農場類型別にみると，4類型において

1952年のそれを上廻り，11類型において低く，

4類型において同一であった。以上の支払価格

を1947～49年のそれに比べると，豚～肉牛肥育

農場が102％で最も低く，内睦部山地肉牛牧場

が128％で最高であったQ豚～肉牛肥育農場で

は，肥育用牛に対する支払価格が下落したの

で，他の品臼に支払われた高価格を相殺したの

である。　　　　　　　　　　　　　艀

　1953年における生生単位当りの費用　（Cost

per　Unlt　of　hoduction）1よ19類型の5ち6類

型において1952年を上廻った。西部ウィスコン

シン酪農農場を除くと，1953年にはあらゆる農

場の生産単位当りの費用が1947～49年のそれを

上廻った。生産単位当り費用の変化は，主とし

て，産出高の変化と生態用諸品闘の支払価格の

変化に依存するが，テキサス高原においては，

1953年の生産量が滅退したにもかかわず，生産

胴品闘に対する支払価格は1947～49年を著しく

上廻っため生産単位当りの心月ヨは最高であっ

た。西部ウィスコンシン酪農々場における1953

年の農業純生産は1947～49年の平均を凡そ20％

凌駕したにもかかわらず生塵用諸品目の支払価

格は僅か5％上昇したに過ぎなかった。

　ここで用いる総経営費（total　operating　eXp－

enses）　は生産に消費された一切の現金支毘を

含むとともに，機械，施設及び建物の資産上の



変化に応じて調整された。粗所得げル当りの経

営費とは現実に受けとった粗所得のうちのどの

位の部分が経営費の支払に参纐するかを示すも

　のである・永年にわたって検討するならば，そ

れは価格変動に対する農業庸の脆弱性について

　ある種の示唆を与える。多額の負債を持たぬ農

業者や経営費の飾弓を実現している農業者は不

　利な価格変動による打繋を打ち消し得る比較的

好ましい位置にいるのである。

　　1950年から53年にかけての糧所得1ドル当り

　の経営費はここで研究された諸類型の11類型に

　おいて1937年から41年にかけてのそれよりも少

　なかった。大部分の農場では粗所得の約50％が

　経営費として支払われる。

　　資本に対する利子と，経営主とその家族の労

働報酬を含む農業生産費の総計を1952年と比較

，すると，1953年においては，19の農場類型のう

　ち11類型で多く，8類型において少なかった。

　しかしこれらの全農場における1953年の総結合

　費用（Total　com恥ed　Cost）を1952年のそれ

　に比べると1％弱少なかった。農業生産費の総

　計が減少したのは，家畜に投資された資本がよ

　り低く見積られたことにも原因した。すなわ

　ち，家畜頭数は増繍したが1頭当りの価額は可

成り下落した・

　　国全体としてみると，1953年において農業生

産に用いられた費用はig52年より約4％少なか

　つた。19の農場類型についてみると1953年目経

　営費は1952年のそれを約2％下廻った。この開

　きは農場数が減少しているにもかかわらず，飼

　々の農場がより広い照門を耕作したことにもい

　くらか原因するものであるジその結果，偲別当

　場の経営費・（Cost　of　operatiug　individual

farl皿）．は，　国内のあらゆる農業者の生産費用

　（P「oductio聡espenses）カミ減少して，生産単位

　当りの経営費が減少した時にも増加したのであ

　る。

　　訳註　本節ではFann　Productloll　expenses，

　　　　cost　of　operating　indiv童dual　farms

　　　　等の用語が出てくるがこれらは全く

　　　　　operating　eape鞭sesまたはfaml　eXp

　　　　　ensesと同じ意味に，すなわち「経営

　　　　　費」の意味に用いられている。

　農業生産費の総計と農業経営費に影響を及ぼ

す投入嘱目　Gnput　ite澱s）は「農業生産費事

情」　（The　Farn｝Cost　Situation）　夕こ三川猪こ示

されている。1952年から53年にかけてこれらの

諸贔自が滅少したのは，主として飼料，種子，及

び家畜の価格が下落したことに原因する。農業

者の多くが直揚間接に飽の農業者から購入す

る以上の諸品目の価格は下落し鳶が，農場で生

産できない大部分の購入生産用品目の価格ぽ19

53年には1952年より若干上昇した・投入単位当

りの集産は農業経営能率（Effic｛enCy・f　Fa・田一

ing　operateon）の変化を知る上の手がかりとな

る。ここで云う農業経営能率とは，1947～49年

の三門で計算せる農業純生産を同年の価格で計

鋒せる総農業生産費と対比して算出したもので

あって，農産物の生産に用いられる生産要素の

それぞれの単位に対する産出量の変化を測定す

る場合に利用されるものである。

　1950～53年を1930～33年に比較すると北部夫

平原の小麦～小穀粒～家畜農場における投入単

位当り生産の増加が最大であって，これらの農

業では他の農場類型よりも1930～33年に較べて

1950～53年の経営能率は高かったが，このこと

はその地域における玉950～53年の天候が1930～

33年よりも比較的良好であったことを念頭に置

いて考’えられ，なければならないQ

　経営能率は大部分の農場類型において増頒し

たが1～2の類型では滅退した。テキサスの黒

土草原地域の棉作農場は最大の減少を示した

が，これは1930～33年に比較して棉の面積が可

下り増加し，かつより集約的でない諸作物が最：

近になって棉と交替したためである。これらの

農場における1930～33年と1950～53年の作物収

量指数（CrOp　yield　index）は，平均すると同

じであった。

　一毅的にいえば，玉蜀黍と小穀粒作物とが重

要な経鴬部門をなす農場は家畜や棉が重要であ

る農場よりも能率が高いb例外が生ずるのは主

としてそれらの地方（Local　areas）の天候のた

めである。機械化は家畜農場におけるよりも二

郷農場でより広汎に採用されて来たが，機械化

は農業春が経蛍規模の拡大や適期作業の遂行，

従って農場及び一入当りの総産出高の増舶を図
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ることを可能にしだ，．叉種子の贔種無艮と肥料

の施用量の増茄は恐らく家畜農農業者よりも作

物農業者（Crop　far㎜er）により大きな恩恵

を与えて来たも．のと思われる・

二　1953における農場類型別経営成果

　酪農・々場

　1953年の農業純所得を1952年と対比すると申

央北東部の専問的酪農々場では約16％，東部ウ

イ．スコソシソの酪農々場では約17％，西部ウィ

スコンシンの酪農町場　（Specialized　dairy　far

ms）では約19％減少した。農業資本の見積り

利子を差し引くと，経営主とその家族の労働に

対する収益は中央北東部の49セントが最も少な

く，東部ウィスコンシンの59セントが最も多か

った。

　価格の変価はこれらの酪農家の所得を減少せ

しめた最大の原因であったように思われる。

販売された生三物の受取価格は，生産用諸物品

及び諸用役の支払二三が4％の下落に過ぎなか

ったのに対して，約14％も下落した。1953年に

おける純生産は，平均すると，1947～49年にお

けるよりも17％多かった。すなわち，3類型の

酪農農場では全て純生産が過去の記録を上廻っ

た。これらの3類型の酪農農場におけるここ4

力年平均の作物収量は1947～49年目収量を凌駕

した。1951～53年の作物収量は平均すると1947

～49年の収量より約18％腐か二つた。牧草産出

高も恐らくこれと同程度に増加したように思わ

れる。

．購入肥料の使用燈の増加は，栽培条件に葱ま

れたことと相倹って，酪農家により多くの乳牛

の飼凄とより多くの濃厚飼料の給飼を可能とし

たところの，飼料生産の増力段に著しく貢献した

のである。牛乳生産の増加はそのまま放置され

るならば，もっと著しく酪農所得を減少せしめ

たのであろうが商贔信用公社（Co！nnlodity　Cred

圃it　corporatian）が彪大な量のバター．チーズ，

その他の乳製贔を購入して，それらの諸製品の

支持価格以下に下落するのを防止したため，漸

く，1そのような事態に直面することを避けた。

情勢ば乳製贔の資本消費当りの一層の減少によ

って悪化した。

　酪農部門からの収益は肉牛や豚の如き競合的

経営部門以下であるにもかかわらず，牛乳生
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産はごと数年来増加を続けている・酪農家はい

ままでよりも多くの若牝牛を飼育し，かつ普通

よりも白露を長期間飼養することによって，余

分の採草地と乾燥飼料（Drag　rou嘉hage）を利

用するようになった。しかし，これは最近では

明かにやりすぎられている傾向がある。玉蜀黍

の栽培面積を拡大して，より多くの豚を飼養す

る農業者は，酪農部門を拡大した農業者よりも

多くの金を儲けた。

　玉蜀黍地帯の農場

　玉蜀黍地帯における4農場類型の1953年の農

業純所得は全て前年度のそれを下廻り，豚～酪

農，豚～肉牛育威，豚～肉牛肥育，換金一作農場

にあってそれぞれ5％，26％，21％，17％低か

った。これらの4農場類型では全て1952年目ら

53年にかけて生産は減退し，豚～酪農農場を除

くと，他の3農場類型における受取価格も下落

した。

　玉蜀黍地帯に位嘉する農場の1953年の作物収

量は1952年のそれを下廻った。減少の割合は換

金減作農場の4％が最少で，豚～肉牛，育成農

場の21％が最大であった。1953年目収鐵は豚～

肉隼育成地域では1947～49年平均を下廻った

が，それ以外の地域では多かった。．

　1953年に玉蜀黍地帯の農業嚢が生産用贔昌に

支払つた価格は，平均すると，一般に1947～49

年を上靴つた。それらの価格騰貴は豚～肉ヰ肥

育農場の2％が鼻少で，換金愚作農場の20％高

が最大であった。肥育用心の支払価格指数α距

dex・f　price　pa量d功cattle　feeders）に影響

を与える。1953年における肥育用瀬の支払価格

を1952年と対比すると約19％安であり，1947

～49年と対比すると約17％安であった。

　玉蜀黍地帯の農場は世界で最も農業機械化が

進んでいる。これらの農場の機械の多くは機械

の価格が可成り廉く，かつ生産物の受取歯並が

現在よりも相当高かった時に，購入された。玉

蜀黍地帯の農業麿は，緬格関係が改善されなけ

れば，現在の機械資産（inventories　of皿ach－

inary）を維持できないであろう。しかし，農

場によっては機械資産が可成り滅少しても，生

産能率に重大な影響を与えずにすむ農場もある

ように思われる。



　蓄隼部門をもつところの玉蜀黍地帯の農場類

型は全て，1952年から53年にかけて生じた早越

によって，禮接，間接に酷い影響を受けた。大

部分の家畜飼養地域（乱ivestock　areas）’にお

いては，例年より多くの頭類を可成り廉価で販

売しなければならなかった。廃乳隼（D圭scarded

dairy　cow）の受取価格は良質の集（8ett破g

rade　of　cattle）の受取価格以下であった。

　1952年と53年の丙年の換金旧作農場における

経営主とその家族の労働時間当わの収益は筆蜀

黍地帯のなかで最も多かった。しかしながら，

経営主とその家族の年間労働総収益は1952年に

おいては第2位であり，1953年においては第3

位であった。1953年においては豚～肉牛肥育農

場の年間牧益が最も多く，豚～酪農農場が第2

位であった。

（註）残りの農場類型についての検討の部分は

　　　紙齎の関係で舗愛した。
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掲逸の貴族主義

渡　辺 侃

　ワルター・ゲーアリツツの著

書，ユソケア，貴族農業嚢，

（Walter　Gorlitz：肪e　Ju聡ker，

Adeiu，　Bauer　1957）は，独逸

の国状と心情の内に根を張って

いる貴族主義の歴史と伝統を書

いた，興味あるものだ。ユソケ

アはユング・ヘアすなわち若殿

の意味で，独逸の帝王からその

菓北（エルベ河以棄）に封地を与

えられ，農場経営をし，致界や

軍隊に嵐た貴族階級である・そ

の農場は大きく，其の経営は，

農産製造（馬鈴薯火酒醸造・甜

菜製糖等）．と結びつけ，合理化

の途を進んだ。農学を基礎つけ

た融々，テーア，フオソ・チコ・

一ネソ，フオソ・リビツヒ，フ

オソ・デア・ゴルツ等も此の階綴

の人々である・フアン・デア・

ゴルツの家名は実に13世紀に遡

るもので，其家系から将軍：・政

治家・財政家・外交官の著名の

入々が出ている。貴族の下に騎

士リツテアがつきその下に原住

のスラブ族や内国払出で入れた

ゲルマン族の労働齎がついて大

農が成立した。その状態は小農

経営なラインランド，ホランド

（和蘭），ダンマルク（丁抹）よ

り更にフランスの状態と異って

いる。

　プμシァが独逸を統一したの

はこれら貴族及び従士の力であ

って，フランスを征伐したが，

第1及び第2の世界大戦で先ず

英函，さらに米圏また露西亜か

ら抵抗された・ヒットラーは貴

族でなかったが，血統的貴族主

義であった。それが倒されて

も，平野なお貴狭的な心情が絶

えてはいない。

　それがよいか悪いかの批判を

するのではない，報告着は英国

の中産階級ROy　Lew　is＆Angus

Moud6；Engl難sh　Mid引e　Giasses

（1959）を講読したことがある。

その本を評してスノブ（Snob，『

貴族になりたがる入）がスノブ

のことを書いた，スノブのため

の書だとしたものがある。スノ・・

ブの反対にスプロル（Sprol，無

産麿になりたい人）が今の田本

には多いようだ。
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